
道

野

尾

北

川

義

春

さ

ん

大

屋

敷

上

野

清

さ

ん

下
鹿
野
川
岩
田
義
雄
さ
ん

＿
め
い
ふ
く
を

お
祈
り
い
た
し
ま
す

見
の
越

森 嘉

城

上
岡
祐
一
さ
ん

長

男

真

也

ち

ゃ

ん

兵
頭
春
雄
さ
ん

二

男

浩

次

ち

ゃ

ん

白
尾
公
男
さ
ん

長

男

善

洋

ち

ゃ

ん

お
誕
生
お
め
で
と
う

i

)

ざ
い
ま
す
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昭和53年度の新規事業紹介 (2) 
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0
こ
の
事
業
は
…
…

田
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
新
し

い
村
づ
く
り
の
方
向
づ
け
を
す

る
事
業
で
す
。

②
農
業
の
振
興
と
経
営
規
模
の

拡
大
の
た
め
に
土
地
を
活
か
し

て
い
く
事
業
で
す
。

③
今
後
と
も
農
業
を
担
っ
て
い

く
人
達
の
相
互
交
流
を
は
か
り

組
織
化
を
進
め
る
事
業
で
す
。

〇
農
業
と
農
村
に
、
い
ま
、
こ

ん
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

（
全
国
的
な
傾
向
と
し
て
）

①
農
家
の
兼
業
化
と
農
村
の
混

住
社
会
化
が
進
み
、
農
家
の
間
の

つ
な
が
り
も
う
す
く
な
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。

②
農
地
の
流
動
化
が
進
ま
ず
、

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
が
は
ば

ま
れ
て
い
ま
す
。

③
休
閉
地
が
増
え
、
農
用
地
の

利
用
率
が
下
っ
て
い
ま
す
。

山
農
家
の
農
業
機
械
や
農
業
施

設
が
十
分
活
か
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。

⑤
畜
産
や
園
芸
が
専
門
化
し
、

稲
わ
ら
や
家
畜
の
ふ
ん
尿
が
無

駄
に
さ
れ
る
一
方
、
農
用
地
の

地
力
が
低
下
し
て
い
ま
す
。

⑥
都
会
に
く
ら
べ
生
活
環
境
の

整
備
が
お
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
こ
の
事
業
の
―
つ
の

柱
で
あ
る
推
進
活
動
を
行
い
ま

す
。〇

推
進
活
動
（
集
落
ご
と
の
話

し
合
い
）
の
展
開
に
よ
り

①
地
域
農
政
総
合
推
進
事
業
を

実
施
し
ま
す
。
…
•
•
•
そ
れ
は

①
今
後
の
営
農
志
向
、
土
地
利

｀ 
, .... 

用
の
方
向
、
生
産
基
盤
の
整
備
、

機
械
施
設
の
導
入
と
そ
の
有
効

利
用
、
生
活
環
境
の
整
備
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
意
向
を

と
り
ま
と
め
ま
す
。

②
農
地
や
未
墾
地
の
有
効
利
用

の
進
め
方
に
つ
い
て
話
し
合
い

意
向
を
と
り
ま
と
め
ま
す
。

③
い
ま
是
非
必
要
な
補
助
事
業
、

融
資
事
業
に
つ
い
て
話
し
合
い
、

意
向
を
と
り
ま
と
め
ま
す
。

④
い
ろ
い
ろ
な
生
産
組
織
の
現

状
や
今
後
の
方
向
に
つ
い
て
話

し
合
い
ま
す
。

⑤
こ
の
よ
う
な
話
し
合
い
を
通

じ
て
担
い
手
農
家
の
相
互
交
流

を
行
い
そ
の
輪
を
拡
げ
組
織
化

を
進
め
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
話
し
合
い
の

結
果
を
町
単
位
に
と
り
ま
と
め
、

総
合
推
進
方
策
と
し
て
整
理
し

ま
す
。
…
…
…
次
に

切
農
用
地
管
理
事
業
を
実
施
し

ま
す
。

そ
れ
は
集
落
ご
と
に
自

主
的
な
組
織

（例
え
ば
農
用
地

利
用
調
整
協
議
会
等

）
を
つ
く

り
、
次
の
よ
う
な
話
し
合
い
や

調
整
を
行
い
ま
す
。

①
農
用
地
の
有
効
利
用
、
農
用

地
の
流
動
化
、
農
用
地
区
域
の

拡
大
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
な

話
し
合
い
を
行
い
ま
す
。

②
そ
の
話
し
合
い
に
よ

っ
て、

農
用
地
利
用
増
進
事
業
、
草
地

利
用
権
、
特
定
利
用
権
、
農
地

保
有
合
理
化
促
進
事
業
な
ど
の

制
度
の
活
用
方
向
を
明
ら
か
に

し
、
具
体
的
な
農
地
等
の
貸
し

借
り
な
ど
を
進
め
ま
す
。

地
域
農
政

特
別
対
策
事
業

ー
国
庫
補
助
事
業
申
請
中
ー

高
令
者
等

肉
牛
飼
育
モ
デ
ル
事
業

ー
県
単
独
事
業
ー

以
上
の
よ
う
な
話
し
合
い
の

結
果
、
こ
の
事
業
の
も
う
―
つ
の

柱
で
あ
る
整
備
事
業
の
中
か
ら

必
要
な
も
の
を
と
り
あ
げ
実
施

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

〇
整
備
事
業
の
実
施
（
規
模
拡

大
農
家
、
拡
大
農
地
等
を
中

心
と
し
て
）
そ
の
内
容
は

①
小
規
模
土
地
基
盤
整
備
事
業

で
は
起
土
、
深
耕
、

整
地
、
障

害
物
除
去
、
土
壌
改
良
資
材
投

入
、
客
土
、
区
画
整
理
、
農
地

開
発
、
草
地
開
発
、
か
ん
が
い

排
水
、
暗
き
ょ
排
水
、
農
道
整

備
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

②
機
械
施
設
整
備
事
業
に
は

①
共
同
利
用
機
械
施
設
導
入
事

業
と
し
て

ト
ラ
ク
タ
ー
及
び
附
属
作
業

機
、
自
走
式
作
業
機
、
施
肥
播

種
用
、
防
除
用
、
収
穫
用
、
運

搬
用
、
か
ん
が
い
排
水
用
の
動

力
機
械
及
び
施
設
、
格
納
施
設
、

集
荷
、
貯
蔵
施
設
、
処
理
加
工

施
設
、
た
い
肥
製
造
施
設
、
修

理
工
具
及
び
附
属
施
設
等
が
助

成
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

②
個
別
利
用
機
械
施
設
整
備
助

成
事
業
と
し
て

0
規
模
拡
大
農
家
等
が
機
械
施

設
の
導
入
に
必
要
な
資
金
を
借

り
入
れ
た
場
合
に
そ
の
利
子
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

③
営
農
集
団
活
動
促
進
事
業
に

は
0
こ
の
事
業
の
目
的

高
令
者
等
肉
用
牛
を
貸
付
け

て
、
飼
養
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
肉
牛
資
源
の
確
保
を
は
か
る

と
共
に
高
令
者
等
の
福
祉
を
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り
、
生
き
が

い
対
策
の
―
つ
で
す
。

0
こ
の
事
業
の
内
容

田
肉
用
牛
の
貸
付
け
を
う
け
る

こ
と
の
で
き
る
人
は
‘
満
六
十
才

0
規
模
拡
大
農
家
等
が
参
加
す

る
技
術
研
修
会
、
技
術
交
換
会
、

農
業
経
営
改
善
体
験
発
表
会
、

農
産
物
共
進
会
、
農
産
物
展
示

即
売
会
の
開
催
、
先
進
地
視
察

等
に
助
成
さ
れ
ま
す
。

田
小
作
料
一
括
前
払
助
成
事
業

で
は

0
規
模
拡
大
農
家
が
農
用
地
利

用
増
進
事
業
等
に
よ
っ
て
農
用

地
を
借
り
受
け
小
作
料
を
一
括

し
て
前
払
い
す
る
の
に
必
要
な

資
金
を
借
り
た
場
合
に
、
そ
の

利
子
相
当
額
が
助
成
さ
れ
ま
す
。

固
特
認
事
業
も
あ
り
ま
す
。

〇
指
定
に
な
る
と

①
推
進
活
動
事
業
に
は
三
年
間

国
か
ら
事
業
費
の
二
分
の
一
が

補
助
さ
れ
ま
す
。

（
金
額
に
し
て
一
五
六
万
六
千

円
の
二
分
の
一
で
七
八
万
三
千

円
と
な
り
ま
す
。）

②
整
備
事
業
に
は
一
地
区
八
千

万
円
の
事
業
費
で
二
年
に
分
け

て
国
か
ら
二
分
の
一
の
補
助
が

あ
り
ま
す
。

以
上
が
こ
の
事
業
の
概
要
で

す
が
指
定
に
な
れ
ば
、
関
係
の

部
落
へ
出
向
い
て
話
し
合
い
活

動
を
行
い
、
農
家
の
意
向
を
充

分
に
と
り
入
れ
た
計
画
を
た
て

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

0
こ
の
事
業
の
担
当
は

役
場
の
企
画
広
報
課
と
産
業

開
発
課
で
す
。

以
上
の
老
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
肉
用
牛
の
貸
付
け
を
う
け
る

飼
養
期
間
は
三
カ
年
で
す
。

③
飼
養
期
間
が
満
了
し
た
時
は
、

町
が
購
入
し
た
時
の
肉
用
牛
の

購
入
価
格
に
相
当
す
る
対
価
を

納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

0
昭
和
五
十
三
年
度
の
県
申
請

計
画
は
、
約
二

0
頭
を
貸
付
す
る

一「
大
切
に
」
運
動
だ
よ
り

0
四

0
オ
以
上
二
人
、
三
〇

代
三
人
、
三

0
代
以
下
四
人

集
音
マ
イ
ク

0
最
近
県
外
へ
の
観
光
客
は

減
り
、
近
く
に
行
楽
を
求
め

る
人
が
増
え
る
傾
向
と
い
う
。

不
景
気
風
の
た
め
も
あ
ろ
う

ゞカ゚
当
町
で
は
、
飛
び
石
連
休

を
中
心
に
、
今
年
か
ら
「
大

師
祭
り
」
「
え
び
ね
展
」
「
鎮
縄

神
楽
」
な
ど
を
加
え
て
多
彩

な
行
事
。
し
か
し
、
訪
れ
る

客
は
町
内
の
人
よ
り
も
町
外

か
ら
の
家
族
づ
れ
が
多
い
。

「
私
も
の
ど
自
慢
に
出
さ
せ

て
下
さ
い
」
と
町
外
一
般
の

声。
と
も
あ
れ
、
野
外
ス
テ
ー

ジ
が
ほ
し
い
と
こ
ろ
。

(
%
I

％
鹿
野
川
つ
つ
じ
祭
り
）

0
町
道
の
延
長
は
二

0
0キ

ロ
。
「
難
儀
し
て
つ
く
っ
た
道

じ
ゃ
け
ん
、
き
れ
い
に
し
と

か
に
ア
」
と
道
路
補
修
奉
仕

作
業
。
（
％
道
路
愛
護
デ
ー
）

七
月
の
目
標
は

”
川
や
山
を
き
れ
い
に

し
ま
し
ょ
ぅ
“

•

川
を
き
れ
い
に

・
家
の
ま
わ
り
を
き
れ
い

-

)
 

町
内
に
も

・「
セ
イ
タ
カ
ア

ワ
ダ
チ
ソ
ウ
」
や
「
ブ
タ
ク

サ
」
等
の
有
毒
雑
草
が
見
ら

れ
ま
す
。

こ
れ
ら
の
雑
草
は
、
ア
メ

リ
カ
か
ら
入
っ
て
き
て
、
自

動
車
、
鉄
道
、
風
な
ど
に
よ

っ
て
、
大
変
な
勢
い
で
全
国

に
広
が
っ
て
い
ま
す
。

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

は
、
非
常
に
繁
殖
力
が
強
く
、

ス
ス
キ
や
野
菊
な
ど
の
日
本

古
来
の
野
草
を
た
や
し
て
し

ま
い
ま
す
。

＾ 
が
今
年
の
参
加
ル
ー
ル
。
明

治
、
大
正
の
青
年
も
参
加
し

て
、
ニ
ニ
チ
ー
ム
、
三
四
五

人
が
熱
戦
展
開
中
。
選
手
は

定
着
し
て
き
た
が
、
応
援
の

定
着
化
は
ち
ょ
っ
と
寂
し
い
。

（
％
夜
間
ソ
フ
ト
開
幕
）

〇
当
町
の
女
性
で
は
綾
井
先

生
に
つ
い
で
二
人
目
の
叙
勲
゜

和
田
保
健
婦
さ
ん
が
勲
七
等

宝
冠
章
を
受
章
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
（
％
祝
賀
会
）

〇
緑
と
花
と
岩
の
園
「
御
在

所
自
然
の
森
」
オ
ー
プ

ン。

テ
ン
ト
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
を
利

用
し
て
夏
季
の
野
外
研
修
や

野
外
教
育
に
申
込
殺
到
。

（
％
開
所
式
）

0

「
子
供
を
知
る
た
め
に
、

ま
ず
町
内
を
知
ろ
う
」
と
当

町
小
中
学
校
に
今
年
新
し
く

赴
任
さ
れ
た
先
生
方
約
二
十

人
が
町
内
視
察
。
（
％
）

ま
た
ブ
タ
ク
サ
は
、
花
粉

が
ひ
き
起
こ
す
と
い
わ
れ
る

ぜ
ん
そ
く
や
結
膜
炎
、
鼻
炎

な
ど
の
も
と
に
な
り
ま
す
。

ブ
タ
ク
サ
は
、
梅
雨
時
に

抜
き
と
る
か
、
花
の
咲
く
前

に
い
っ
せ
い
に
刈
り
取
り
焼

き
す
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

゜

►

フ

セ
イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ

は
、
で
き
る
だ
け
小
さ
い
時

に
株
ご
と
堀
り
と
っ
た
り
、

抜
き
と
っ
て
焼
き
す
て
て
く

だ
さ
い
。

薬
剤
に
よ
る
駆
除
は
、
草

が
の
び
る
六
月
頃
に
除
草
剤

を
散
布
す
る
と
効
果
が
あ
り

ま
す
。

． --ヽ
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地盈善 ク ，' ク ・ ク ，， ，, ，， ，， ，， ，， 公塁木 誓

水地敷区 橡瀬木ノノ日i 奥野滝走山師I 岩谷下谷嵯峨S 京造尾月ノS 樽峰峠ケ内I 砂石原高I 曲田畦瓜I 上広野仁常山S 岩谷1松の久呆＼ 京造起見の＼ ムヤコウプコS 
路

線

土也 ウ
名

ド
シ

下 舗改 工
材乍ククク，，/ククククク

7j< 装良 種

事

五00 五00 五00 五00 0 八五 0 八0 五00 六五0 八〇0 六五0 一五六 m 
業

量

事
六、六、六、六、六、九、九、六、七、九、八、五、

業

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 00 0 六00 六00 〇00 二00 0 四0 0 0 0 0 0O 円千 費

ヽ : 愛媛の県民性
:••:．ー・・．． 粘り強しヽ・体を動かす

世話好き

.f~ 

公
共
土
木
事
業
（
事
業
主
体
…
…
町
）

・気兼ねJl

0
こ
の
事
業
の
目
的

安
全
で
、
便
利
で
、
快
適
な

生
活
環
境
の
整
備
と
産
業
開
発

r

推
進
の
た
め
の
事
業
で
す
。

0
こ
の
事
業
の
内
容
は
次
表
の

と
お
り
で
す
。

土木建設事業
県営 道嬰良

＇ 

堀切第2 雀滝奥山1 1 線路

名

舗改 工

装良 種

〇〇四 九八 m >
事

五、四、
業

五00 〇00 干円 費

0この事業の目的

家畜ふん尿による土づく

りを普及し、家畜ふん尿の

適正な処分による畜産経営

環境の保全と有機質肥料と

して利用を促進し地力を維

持増進することです。

0この事業の内容

①堆肥舎11一棟

②貯溜槽11三基

愚虫 県団

＇ 
ク ク ，，，， 1本

資 単営

藤大上寺柳爪上
之 駄 敷 路

原場水川迫

線

名

補 C女 奈斤 工
ク ク ，，，， 

装；良 言皮 種

事

五00 ニ00 ニ五0 ー0 0 さ= 互さ m 
業

量

事
五、三、五、四、三、六、

業

0 0 八 0 0 八 0 0 0 0 0 0 000 .:::: 巴0円千 費

家
畜
ふ
ん
尿

・
土
づ
く
り
普
及
事
業

県
単
独
事
業
ー

予
定
で
す
。

0
こ
の
事
業
の
担
当
は

役
場
の
産
業
開
発
課
で
す
。

町
の
牛
を
貸
付
け
す
る
事
業

で
す
か
ら
条
例
や
ら
規
則
等
で

運
営
さ
れ
ま
す
の
で
、
く
わ
し

い
こ
と
は
担
当
課
へ
お
た
ず
ね

下
さ
い
。

フ
ロ
ン
ト
ロ
ー
ダ
ー
1
1

一
台

、`3
 

＇ ④
運
搬
車
1
1

一
台

0
総
事
業
費
は

約
一

0
0
0万
円
程
度
で
す
。

0
今
年
度
の
計
画
は

モ
デ
ル
と
し
て
宇
和
川
の
養

蚕
団
地
と
大
平
の
栗
生
産
団
地

を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

0
こ
の
事
業
の
担
当
は

役
場
の
産
業
開
発
課
で
す
。

農
業
土
木
事
業
（
事
業
主
体
…
…
土
地
改
良
区
）

そ
の
他
の
事
業
（
事
業
主
体
…
県
）

り',Tiiり‘ー嶋ノ~~‘~~i~、3U9~、"嶋9~、~~、~このほて、生きがいを追求する第

ど、ニカ三の生活福祉県政を効果的

年にわたに進めるため行ったもので

って行っす。

た、愛媛調査研究の概要は、次の

の県民性とおりです。

に関するー息識・態度調査から

調査研究みた県民性ー

結果がま〇望みとする暮らし方

とまりま．金持ちに愛媛全国

した。なる9%7%

この調．好きなよ

査結果は、うに暮ら

県民の気す66%68%
質や考え・社会のた

方あるいめに尽く

は社会的す22%18%
性格などこれらは、全国とほぼ同

を知るこじ傾向が認められます。

とによっ0子供がいないとき、養子

材木 山

水道簡易 観光 地改絡方，，，， ク

構 す辰

御所線在 石線白 地森上山区 地森区 鹿野地/区I[ 央地中区 轟 ・/地水区没

舗改農＇ 水遊舗
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装良 道道装
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を
と
っ
て
で

も
家
を
継
ぐ

゜
ヵ・

事
情
に
よ

る
愛

媛

全

国

4
4
%
1
7
%
 

0
世
の
中
が

機
械
化
し
て

も
、
人
間
ら

し
さ
は
へ
ら
な
い
か
。

•
い
ち
が
い

に

い

え

な

愛

媛

全

国

ぃ

5
0
%
2
0
%

0
正
し
い
と
思
う
こ
と
は
、
し

き
た
り
に
反
し
て
も
す
る
か
。

・

場

合

に

よ

愛

媛

全

国

る

7
0
%
2
9
%

こ
れ
ら
は
、
即
断
を
さ
け
、

慎
重
な
態
度
で
、
も
の
ご
と
に

対
応
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
全

国
よ
り
強

い
こ

と
を
示
し
て
い

ま
す
。

ー
性
格
検
査
か
ら
み
た
県

民
性
ー

・

粘

着

性

気

愛

媛

全

国

質

1
8
%
1
1
%

・
同
調
性
気

質

1
7
%
1
4
%

粘
着
性
や
同
調
性
の
気
質
が

強
く
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

愛
媛
県
民
の
性
格
を
ま
と
め

て
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
っ
こ
っ
と
粘
り
強
い

理
屈
よ
り
も
体
を
動
か
す

人
の
世
話
を
苦
に
し
な
い

言
い
た
い
と
き
言
い
そ
び
れ

るー
県
外
か
ら
み
た
県
民
像
ー

保
守
的
で
あ
る
が
、
明
朗
、

親
切
、
勤
勉
、
温
和
、
楽
天
的
、

情
に
厚
く
、
素
朴
で
あ
る
。

（
図
参
照
）

ー
歴
史
に
み
ら
れ
る
県
民

性

ー

江
戸
時
代
以
降
、
明
治
六
年

に
愛
媛
県
が
誕
生
す
る
ま
で
、

次
の
と
お
り
幕
府
領
と
八
藩
に

豪
天
的

●
和
な

●
切 .‘  ̀・’‘’ 

明
嗣
な

分
か
れ
て
い
ま
し
た
。

地
形
的
に
小
地
域
に
分
断
さ

れ
、
陸
上
交
通
が
不
便
で
あ
っ

た
の
で
、
伊
予
の
国
全
体
が
、

ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ
て
行
動
を

と
る
こ
と
の
な
か
っ
た
こ
と
が

県
民
性
に
影
響
を
与
え
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

幕
府
領

親
藩
西
条
、
今
治
、
松
山

外

様

小

松

、

大

洲

、

新

谷

宇
和
島
、
吉
田

ー
地
域
に
よ
る
気
質
の
違

ヽ＇し

0
地
域
住
民
の
気
質
に
つ
い
て

東
・
中
・
南
予
の
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
に
住
む
人
は
ど
の
よ
う
に

み
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。

・
り
こ
う
で
目
先
が
き
く
が
計

算

高

い

、

東

予

中

予

南

予

5
4
%
3
0
%
1
6
%
 

・
気
が
よ
く
も
の
静
か
だ
が
ち

や
っ
か
り

1
6
%
2
4
%
1
4
%
 

・
温
和
で
人
情
味
あ
る
が
消
極

的

2
0
%
3
5
%
5
8
%

と
い
う
結
果
が
出
て
い
ま
す
。

0

一
方
、
回
答
者
の
性
格
を
自

己
批
判
し
て
も
ら
う
と
、
次
の

と
お
り
全
く
地
域
に
よ
る
違
い

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

・
陽
気
で
話
し
好
き
だ
が
気
が

弱

い

東

予

中

予

南

予

5
8
%
5
5
%
5
4
%
 

・
気
ま
じ
め
だ
が
人
の
気
持
を

考
え
な
い

7
%
1
0
%
7
%

・
き
ち
ょ
う
め
ん
で
あ
る
が
融

通
が
き
か
な
い

31% 

が
め
つ
い

零
朴
な

ね
ば
り
強
い

31% r- 3
3
%
 

！ 
愛媛県民の性格評定

．
 

七
月
一
日
は
「
国
民
安
全

の
日
」
で
、
こ
の
日
か
ら
「

全
国
安
全
週
間
」
が
始
ま
り

ま
す
。

五
十
二
年
版
労
働
白
書
」

に
よ
る
と
、
職
場
で
の
事
故

で
四
日
以
上
休
ん
だ
り
、
そ

れ
が
原
因
で
死
亡
し
た
人
は
、

三
十
三
万
四
千
人
も
い
ま
す
。

前
年
に
く
ら
べ
て
三
・
七
％

も
ふ
え
て
い
る
の
で
す
。

そ
の
お
も
な
原
因
を
み
る

と
、
墜
落
、
転
落
事
故
が
最

も
多
く
、
全
体
の
二
五
•
六

％
で
、
次
い
で
交
通
事
故
、

機
械
に
巻
き
こ
ま
れ
る
事
故

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
人
身
事
故
は
、
ふ
だ
ん

家
庭
の
な
か
で
も
起
き
て
い

ま
す
。
厚
生
省
の
「
人
口
動

態
統
計
」

に
よ
る
と
、
一
年

間
に
約
七
千
人
の
ひ
と
び
と

が
家
庭
で
の
不
慮
の
事
故
で

死
亡
し
て
い
ま
す
。

と
く
に
、
階
段
な
ど
か
ら

す
べ
り
落
ち
て
死
亡
し
た
人

は
約
千
八
百
五
十
人
と
も
っ

と
も
多
く
、
こ
の
う
ち
六
十

五
歳
以
上
の
老
人
は
約
千
二

百
五
十
人
と
六
八
％
を
占
め

て
い
ま
す
。

ま
た
、
乳
児
や
老
人
が
布

団
な
ど
で
窒
息
す
る
事
故
が

め
だ
っ
て
お
り
、
千
四
百
人

の
い
た
ま
し
い
犠
性
者
が
出

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
事
故
は
、
ち

よ
っ
と
し
た
不
注
意
が
原
因

で
起
こ
る
こ
と
が
多
い
の
で

す
。
職
場
、
家
庭
に
お
い
て

も
悲
惨
な
事
故
に
あ
わ
な
い

よ
う
に
、
み
ん
な
で
自
分
の

身
の
ま
わ
り
の
安
全
を
確
か

め
ま
し
ょ
う
。

事
故
の
な
い
明
る
い
社
会
を

一
日
か
ら
「
全
国
安
全
週
間
」

主
婦
は
一
家
の
太
陽

点
検

11
項
目

昔
か
ら
日
光
の
入
る
家
に

0
採
光
と
照
明
に
注
意
し
よ

は

病

人

が

出

な

い

と

い

わ

れ

う0
年
に
二
回
は
大
掃
除
。

て
い
ま
す
が
、
一
日
中
、
陽

の
あ
た
る
家
と
い
う
の
は
、

0
不
用
品
が
多
す
ぎ
な
い
か
。

な
か
な
か
望
め
ま
せ
ん
。

0
戸
棚
や
引
き
出
し
の
中
は

そ

こ

で

日

光

の

役

目

を

す

き

れ

い

か

。

る
の
が
家
庭
の
主
婦
で
す
。

0
害
虫
の
駆
除

い
わ
ば
主
婦
は
一
家
の
太
ゴ
キ
ぶ
り
、
ハ
エ
、
蚊
、

陽

で

す

。

ネ

ズ

ミ

な

ど

の

害

虫

は

、

あ

家
族
の
健
康
と
安
全
に
常
ら
ゆ
る
手
を
つ
か
っ
て
駆
除

に
目
を
光
ら
せ
、
無
病
息
災
、
し
ま
し
ょ
う
。

の
家
庭
づ
く
り
は
主
婦
が
主
〇
寝
具
は
毎
日
で
も
干
し
た

力

と

な

ら

な

け

れ

ば

な

り

ま

ぃ

。

せ

ん

。

ふ

と

ん

は

一

夜

で

コ

ッ

プ

よ
い
生
活
環
境
と
安
全
は
、
一
杯
半
の
水
分
を
吸
収
し
ま

家
庭
の
健
康
管
理
の
第
一
条
す
。
太
陽
が
出
て
い
た
ら
、

件

で

す

。

ま

め

に

ふ

と

ん

を

干

す

習

慣

そ
こ
で
、
日
常
生
活
の
中
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

で
、
次
の
点
検
を
行
な
っ
て

0
床
下
や
押
入
れ
は
し
め
り

み

ま

し

よ

う

。

や

す

く

な

い

か

。

〇
整
理
と
清
掃
は
毎
日
行
っ

0
子
供
の
安
全
に
ぬ
か
り
は

て
い
る
か
。

な
い
か
。

0
部
屋
の
温
度
と
換
気
は
大
〇
冷
蔵
庫
を
過
信
し
て
い
ま

丈
夫
か
。

せ
ん
か
。

:.-

―̀ 
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文
部
省
が
行
っ
た
、

「体
力
運

動
能
力
調
査
」
と
い
う
の
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
は
、
週
に
三
＼

四
回
以
上
継
続
し
て
運
動
を
行

っ
て
い
る
人
と
、
ほ
と
ん
ど
運

動
を
し
な
い
人
と
の
運
動
能
力

を
調
査
し
た
も
の
で
す
。

こ
の
中
で
二
十
五
歳
か
ら
二

十
九
歳
ま
で
の
人
を
み
ま
す
と
、

男
女
と
も

「走
る
」
能
力
に
つ

い
て
は
あ
ま
り
差
が
出
て
い
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
筋
肉
の
強
さ
を
表

わ
す

「走
幅
と
び
」
の
能
力
に

つ
い
て
は
、
男
で
は
約
六
十
セ

ン
チ
、
女
で
は
約
三
十
五
セ
ン

チ
も
開
き
が
あ
り
ま
す
。

お
な
じ
調
査
の
中
で
、
四
十

歳
以
上
の
人
を
比
較
す
る
と
差

は
さ
ら
に
ひ
ろ
が
り
、
運
動
を

し
て
い
る
人
と
し
て
い
な
い
人

と
の
間
に
は
、
男
の
場
合
で
お

よ
そ
十
歳
ほ
ど
の
体
力
差
が
出

て
い
ま
す
。

五
十
歳

1
五
十
四
歳
の
年
齢

層
で
運
動
を
し
て
い
る
人
の
体

力
は
、
四
十
歳

1
四
十
四
歳
で

運
動
を
し
て
い
な
い
人
と
ほ
ぼ

お
な
じ
で
す
。

し
か
も
千
五
百
メ
ー
ト
ル
急

歩
（
持
久
力
を
み
る
テ
ス
ト
）

で
は
、
約
二
十
秒
も
ま
さ
っ
て

運
動
す
る
人
し
な
い
人

最
近
の
子
供
は
、
体
格
の
割

り
に
体
力
の
低
下
が
目
立
ち
ま

す。
た
と
え
ば
、
ジ
ャ
ン
グ
ル
ジ

ム
か
ら
と
び
下
り
た
だ
け
で
足

首
を
折
っ
た
り
、
畳
の
上
で
後

ろ
へ
手
を
つ
い
た
ら
鎖
骨
が
折

れ
た
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
考
え
ら

れ
な
い
よ
う
な
事
故
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
体
力
が
十
分
で
な

く
、
と
く
に
背
筋
力
が
低
下
し

て
い
て
す
ぐ
転
ん
だ
り
、
と
っ

さ
の
身
の
こ
な
し
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。

”
1
0
オ
の
“

の
体
力
差

目
立
つ
子
供
の

体
力
低
下

子
供
た
ち
の
水
の
事
故
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
本
人
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
保
護
者
の
ち
ょ

っ
と
し
た
油
断
や
不
注
意
に
よ

る
も
の
で
、
そ
れ
が
と
り
か
え

し
の
つ
か
な
い
事
故
に
つ
な
が

っ
て
い
ま
す
。

た
と
え
ば
、
防
火
用
水
に
金

網
フ
ェ
ン
ス
が
し
て
あ
る
か
ら

と
い
っ
て
安
心
ば
か
り
も
し
て

お
れ
ま
せ
ん
。

事
実
、
下
の
方
に
幼
児
が
は

っ
て
入
れ
る
ほ
ど
の
小
さ
な
穴

が
あ
い
て
い
た
た
め
に
、
わ
が

子
を
失
っ
た
と
い
う
悲
し
い
例

も
あ
り
ま
す
。

親
は
、
常
に
子
供
の
身
に
な

っ
て
、

”危
険
＂
を
見
抜
く
用
心

深
さ
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。
子

供
は
、
と
く
に
幼
児
の
場
合
、

自
分
で

”危
険
＂
か
ど
う
か
の

判
断
は
で
き
な
い
の
で
す
か
ら
。

子
供
を
持
つ
家
庭
で
は
、
と

く
に
次
の
点
に
注
意
し
て
、
子

供
を
水
の
事
故
か
ら
守
っ
て
く

だ
さ
い
。

．

▽
幼
児
の
ひ
と
り
遊
び
は
危

険
で
す
。
常
に
目
を
離
さ
な
い

よ
う
に
。

▽
家
の
近
く
に
、
た
め
池
や

用
水
そ
う
、
溝
な
ど
が
危
険
な

状
態
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る

と
き
は
、
警
察
に
連
絡
す
る
か
、

所
有
・
管
理
者
に
申
し
入
れ
て
、

サ
ク
や
フ
タ
を
し
て
も
ら
う
。

▽
子
供
た
ち
だ
け
で
水
遊
び

や
水
泳
に
行
か
せ
な
い
よ
う
に

し
、
必
ず
大
人
が
つ
い
て
い
く
。

▽
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い

る
子
供
を
見
か
け
た
と
き
は
、

進
ん
で
声
を
か
け
、
安
全
な
場

所
で
遊
ぶ
よ
う
に
さ
せ
る
。

行
為
別
水
難
事
故
発
生
状
況

悲
し
い
水
の
事
故

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が

死
を
招
く

場
所
別
水
難
事
故
発
生
状
況

.r 

時速60キロで57メー

フレーキは‘'停止距離，、を考えて

トル

老
人
医
療
費

受
給
者
証
が
新

し
く
な
り
ま
す

な
お
、
古
い
受
給
者
証
は
各

自
で
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

円
を
二
つ

描
き
、
五

価
の
石
を

―
つ
づ
つ

も
う
一
方
の

円
に
置
き
か

え
さ
せ
ま
す
。

こ
の
と
き
タ

イ
ム
を
計
り

ま
す
。

七

0
オ
以
上
の
方
に
は
、
老

人
医
療
費
受
給
者
証
を
交
付
し

て
お
り
ま
す
が
、
七
月
一
日
か

ら
受
給
者
証
が
新
し
く
な
り
ま

す。
該
当
者
の
方
は
、
老
人
医
療

費
支
給
者
証
更
新
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
押
印
の
う
え
、

六
月
三

0
日
ま
で
に
各
部
落
で

と
り
ま
と
め
て
、
町
民
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

車

は

急

に

は

時

速

四

十

キ

ロ

で

新

品

タ

イ

止
ま
れ
ま
せ
ん
。

ヤ
の
場
合
、
乾
い
た
路
面
で
は

運
転
者
が
危
七
・
九
メ
ー
ト
ル
。
雨
の
降
り

険
を
感
じ
て
か
は
じ
め
で
は
十
五
・
七
メ
ー
ト

ら
ブ
レ

ー
キ

を

ル

。

踏
み
、
ブ
レ
1

時
速
六
十
キ
ロ
で
は
、
前
者

キ
が
実
際
に
き
が
十
七
・
八
メ
ー
ト
ル
。
後
者

き
始
め
て
車
が
は
四
十
•
五
メ
ー
ト
ル
の
停
止

停
車
す
る
ま
で
距
離
を
必
要
と
し
ま
す
。

に

、

か

な

り

の

そ

し

て

タ

イ

ヤ

が

摩

耗

し

て

距
離
（
停
止
距
い
れ
ば
、
も
っ
と
状
況
は
悪
く

離
）
を
走
り
ま
な
り
、
雨
の
降
り
は
じ
め
の
路

す
。

面
で
、
時
速
四
十
キ
ロ
の
場
合

乾

い

た

路

面

は

二

十

一

メ

ー
ト
ル
、
時
速
六

と
、
雨
の
降
り
十
キ
ロ
の
ス
ピ

ー
ド
で
は
、
な

は
じ
め
の
路
面
ん
と
五
十
七
メ
ー
ト
ル
も
の
距

で
は
、
停
止
距
離
が
な
い
と
、
車
は
止
ま
ら
な

離
が
ど
れ
く
ら
い
の
で
す
。

い

違

っ

か

止

べ

さ

ら

に

、

高

速

道

路

の

場

合

て
み
ま
し
ょ
う
。
で
は
、
晴
れ
た
日
で
さ
え
、
お
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い

ま

す

。

親

子

で

体

力

つ

く

り

ま

た

、

同

年

齢

層

間

で

の

比

ゲ

ー

ム

を

¥
c

較
で
は
、
運
動
を
し
て
い
る
人
こ
れ
は
親
も
い
っ
し
ょ
に
で

の
体
力
を
一

0
0と
す
る
と
、
き
る
と
い
う
効
果
的
な
も
の
で

し
て
い
な
い
人
の
体
力
は
、
ほ
す
。
み
な
さ
ん
も
や
っ
て
み
ま

3

ぼ
そ
の
八
〇
＼
八
五
％
く
ら
い
せ
ん
か
。

し
か
な
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

〈
三
歳
か
ら
六
歳
ま
で
〉

0
大
人
の
つ
く
る
障
害
物
を
跳

び
越
え
た
り
、
く
ぐ
ら
せ
た
り

す
る
運
動

R
大
人
が
両
足
を
広
く
開
い
て

立
ち
ま
す
。
幼
児
は
三
メ

ー
ト

ル
前
後
の
所
か
ら
、
ボ
ー
ル
を

け
っ
て
、
大
人
の
両
足
の
間
を

通
し
、
そ
の
ボ
ー
ル
を
追
い
か

け
て
止
ま
る
前
に
つ
か
ま
え
る

運
動〈

七
歳
か
ら
九
歳
ま
で
〉

R
大
人
と
子
供
が
並
ん
で
立
ち
、

大
人
が
ボ
ー
ル
を
け
り
ま
す
。

子
供
は
ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
、

足
で
ボ
ー
ル
を
止
め
、
ド
リ
ブ

ル
で
ボ
ー
ル
を
運
び
、
も
と
の

所
へ
も
ど
っ
て
き
た
所
で
、
ボ

ー
ル
を
け
っ
て
、
立
っ
て
い
る

大
人
の
足
の
間
を
通
過
さ
せ
る

運
動

〇
五
メ

ー
ト
ル
く
ら
い
離
し
て

1な

児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
人

は
、
毎
年
一
回
現
況
届
を
出
さ

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

現
況
届
の
用
紙
に
、
六
月
一

日
現
在
の
必
要
事
項
を
記
入
、

押
印
し
て
、
各
部
落
で
と
り
ま

と
め
、
六
月
三
十
日
ま
で
に
町

民
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

2,”` 

児
童
手
当
の

現
況
届
を
し

て
く
だ
さ
い
。 C[ 

こ

・̀ 

“
 

4

.
 

よ
そ
時
速
八
十
キ
ロ
だ
と
八
十

メ
ー
ト
ル
、
時
速
百
キ
ロ
だ
と

百
メ
ー
ト
ル
の
停
止
距
離
が
必

要
で
す
。
こ
れ
が
雨
の
日
と
な

る
と
い
か
に
危
険
か
、
も
う
お

分
か
り
で
し
ょ
う
。

そ
の
う
え
、
降
り
は
じ
め
は
、

車
輪
と
路
面
の
摩
さ
つ
抵
抗
が

い
ち
ば
ん
小
さ
く
、
縦
滑
り
、

横
滑
り
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
ス
リ

ッ
プ
が
発
生
し
や
す
い
状
態
に

な
り
ま
す
。

．

で
す
か
ら
、
停
止
距
離
を
よ

く
考
え
て
、
ス
ピ
ー
ド
は
控
え

目
に
、
そ
し
て
十
分
な
車
間
距

離
を
と
る
こ
と
を
忘
れ
な
い
よ

う
に
し
た
い
も
の
で
す
。

む
し
暑
い
日
が
続
き
、
胃

腸
の
具
合
が
気
に
な
る
食
中

毒
の
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
食
中
毒
に
は
二
つ
の

型
が
あ
り
ま
す
。
―
つ
は
細

菌
が
食
品
と
い
っ
し
ょ
に
ロ

か
ら
入
り
、
体
内
で
繁
殖
し
て

中
毒
を
お
こ
す
感
染
型
‘
も
っ

―
つ
は
、
食
へ
る
前
に
、
食
物

の
腐
敗
や
、
料
理
人
の
手
指
な

ど
か
ら
細
菌
が
食
品
に
移
り
、

こ
れ
が
食
品
内
部
で
繁
殖
し

て
毒
素
を
作
り
、
こ
の
毒
素

を
食
品
と
い
っ
し
ょ
に
食
べ

て
お
こ
す
毒
素
型
で
す
。
・

感
染
型
に
は
、
サ
ル
モ
ネ

ラ
菌
、
腸
炎
ビ
ブ
リ
オ
、
病

原
大
腸
菌
な
ど
、
毒
素
型
で

は
ブ
ド
ウ
球
菌
が
代
表
的
な

も
の
で
す
。
一
言
に
食
中
毒

と
い
っ
て
も
、
か
な
り
、
そ

の
様
相
に
は
違
い
が
あ
る
わ

け
で
す
。

た
と
え
ば
感
染
型
の
も
の

は
、
食
べ
る
前
に
煮
沸
す
る

事
で
殺
菌
す
れ
ば
予
防
出
来

ま
す
が
、
毒
素
型
は
煮
沸
し

て
も
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

症
状
が
お
こ
る
ま
で
の
潜
在

期
間
は
、
感
染
型
で
は
、
体

内
に
と
り
こ
ま
れ
た
細
菌
が

繁
殖
す
る
ま
で
に
時
間
が
か

み
な
さ
ん
ご
承
知
の
と
お

り
大
洲
方
面
へ
出
か
け
て
み

ま
す
と
、
大
が
か
り
な
国
道

改
良
工
事
が
着
々
と
行
わ
れ
、

い
よ
い
よ
、
鳥
首
大
橋
を
残

す
の
み
の
状
態
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
よ
う
な
改
良

工
事
を
行
な
う
た
め
に
は
、

先
ず
そ
の
手
順
と
し
て
、
改

良
を
し
よ
う
と
す
る
区
間
の

「
エ
区
設
定
」
の
認
可
を
受

け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
が
、

「
肱
川
第
一
工
区
」
を
設
定

海
湮
山
か
ら
上
流
ニ
キ
ロ

か
る
の
で
、
症
状
が
現
れ
る

の
は
十
ー
ニ
十
四
時
間
後
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
対
し
、
毒
素
型
で

は
四
ー
六
時
間
が
普
通
で
す
。

症
状
は
、
腹
痛
、
下
痢
、

嘔
吐
と
い
う
食
中
毒
の
三
症

状
は
、
ど
ち
ら
の
型
に
も
あ

ら
わ
れ
ま
す
が
、
感
染
型
で

は
、
こ
の
上
に
三
九
度
前
後

の
発
熱
を
伴
い
、
経
過
も
長

び
き
ま
す
。

孝
毎
素
型
は
、
高
い
熱
は
少

な
く
、
経
過
も
一
＼
二
日
と

短
い
の
が
特
徴
で
す
。

食
中
毒
と
思
わ
れ
た
ら
、

次
の
よ
う
な
応
急
処
置
を
し

ま
し
よ
う
。

一
、
医
師
に
連
絡
す
る
と

同
時
に
、
集
団
中
毒
の
場
合

は
保
健
所
、
役
場
に
連
絡
し

ま
す
。

二
、
毒
物
を
早
く
体
外
へ

出
す
た
め
に
、
水
や
ぬ
る
ま

湯
を
の
ま
せ
て
胃
内
容
物
を

吐
き
出
さ
せ
ま
す
。

三
、
腹
部
は
冷
え
な
い
よ

う
暖
か
く
し
ま
す
。

素
人
に
は
以
上
の
こ
と
く

ら
い
か
で
き
ま
せ
ん
。
何
よ

り
も
予
防
に
気
を
つ
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

こ
の
程
、
そ
の

「肱
川
第
一

工
区
」
の
設
定
認
可
と
併
せ

て
、
一
部
の
用
地
買
収
に
要

す
る
予
算
の
割
当
が
あ
り
、

い
よ
い
よ
本
年
度
か
ら
事
業

開
始
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
エ
区
は
、
滝

山
か
ら
上
流
ニ
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、

詳
細
に
つ
い
て
は
、
そ
の
都

度
改
め
て
お
知
ら
せ
致
し
ま

す。

‘

ロ
医
学食

中
毒
の
応
急
処
置

.~ 
‘ 

--
‘ 
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＾ 自然林の中に立つバンガロー

町
内
臼
石
部
落
の
御
在
所
山

に
完
成
し
た
、
森
林
総
合
利
用

促
進
事
業
施
設
「
自
然
の
森
」

の
開
所
式
が
五
月
十
六
日
に
行

わ
れ
、
関
係
者
二
百
人
が
出
席

し
て
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
第
二
次
林
業
構

造
改
善
事
業
で
昭
和
五
十
年
か

ら
三
年
が
か
り
で
開
発
し
た
も

の
で
す
。

「
自
然
の
森
」
は
全
山
四
十

ニ
ヘ
ク
タ

ー
ル
で
、
御
在
所
山

（
標
高
六
八

0
メ
ー
ト
ル
）
の

中
腹
ま
で
、
鹿
野
川
か
ら
約
四
十

分
位
で
す
。
山
項
一
帯
は
見
事

な
カ
ル
ス
ト
で
、
「
コ
ッ
ク
ピ
ッ

ト
」
と
呼
ば
れ
る
石
灰
岩
峰
が

あ
り
、
雨
水
に
浸
食
さ
れ
た
奇

岩
怪
石
は
す
ば
ら
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
森
の
施
設
に

は
鉄
骨
二
階
建
の
総
合
案
内
所

（
赤
電
話
設
置
七
月
の
予
定
）

林
間
歩
道
、
駐
車
場
、
こ
の
周

辺
に
は
千
百
本
の
花
木
が
植
栽

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
小
鳥
の
楽
園
に
す
る
た

め
、
肱
川
中
学
生
が
卒
業
記
念

に
全
山
に
去
る
三
月
十
五
日
に

山
頂
一
帯
に
「
コ
ッ
ク
ピ
ッ
ト
」

御
在
所
”
自
然
の
森
“

オ
ー
プ
ン

、-
~ `  

あ
な
た
の
家
の
裏
山
に
、

ヒ
ビ
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん

、。
力

落
石
の
恐
れ
は
な
い
で
す

、。力
あ
な
た
の
ま
わ
り
の
下
排
水
路

ま、
•

9 

万
一
、
災
害
が
発
生
し
た
時

あ
な
た
は
何
を
す
べ
き
か
を
考

え
て
お
ら
れ
ま
す
か
。

常
に
身
の
回
り
を
点
検
し
、

大
雨
等
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

ゴ
ミ
は
つ
ま
っ
て
い
ま
せ
又
、
災
害
が
発
生
し
た
ら
、
場

ん

か

。

所

と

状

況

を

部

落

長

と

役

場

へ

水
が
あ
ふ
れ
る
恐
れ
の
と
連
絡
し
て
下
さ
い
。

農
業
改
良
普
及
員
が

役
場
に
も
駐
在

六

月

一

日

付

で

、

次

の

よ

う

建

設

課

主

事

に
役
場
内
の
人
事
異
動
が
あ
り
（
国
土
調
査
課
）

ま

し

た

。

（

）

内

は

旧

あ

お

せ

て

農

業

改

良

普

及

員

産
業
開
発
課
主
事
桜
田
が
、
農
協
（
今
ま
で
ど
お
り
）

和
明
（
総
務
課
）
主
事

，金
野
と
役
場
（
新
設
）
に
机
を
置
き

た
み
子
（
国
土
調
査
課
）
玉
総
務
駐
在
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

課

主

事

宮

本

正

三

（

産

業

机

は

産

業

開
発
課
と
一
緒
の

開
発
課
）
、
主
事
出
水
文
子
所
に
設
け
て
い
ま
す
。

（
建
設
課
）

J

ろ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

夏
は
災
害
の
季
節
で
す

備
え
は
万
全
で
す
か

巣
箱
百
箇
を
設
置
し
ま
し
た
。
施
設
の
利
用
料
金

ま
た
、
観
光
客
の
た
め
に
キ

0
総
合
案
内
所

ャ
ン
プ
場
、
バ
ン
ガ
ロ
ー
七
棟
、
三
時
間
ま
で

テ

ン

ト

、

炊

事

施

設

な

ど

も

設

六

時

間

ま

で

け
て
い
ま
す
。

0
バ
ン
ガ
ロ
ー

事

業

主

体

は

森

林

組

合

で

し

一

日

た
が
、
今
後
は
「
御
在
所
自
然

0
テ
ン
ト

の

森

運

営

協

議

会

」

に

よ

り

運

―

巨

営
さ
れ
、
事
務
局
を
森
林
組
合

0
炊
事
用
具
一
式

に
設
け
て
い
ま
す
。

0
ま
く
ら
、
毛
布

み
な
さ
ん
の
ご
利
用
を
お
待

―
巨

ち
し
て
お
り
ま
す
。

源
田
政
幸

百
円

千
円

三
百
円

改
定
さ
れ
ま
し
た

標
準
小
作
料
の
改
定
協
議
会

が
、
三
月
二
十
七
日
に
開
催
さ
れ

小
作
料
が
改
定
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
定
は
三
年
に
一
度
行
な

わ
れ
る
も
の
で
す
。

上
田
三

0
、

0
0
0円
、
中

田
二

0
、

0
0
0円
、
下
田
一

二、

0
0
0円
に

き
ま
り
ま
し

た。
こ
れ
は
水
田
の
標
準
的
な
も

の
で
す
か
ら
細
部
に
つ
い
て
は

当
事
者
で
協
議
を
し
て
下
さ
い
。

尚
、
詳
し
い
事
は
地
区
の
農

業
委
員
さ
ん
又
は
農
業
委
員
会

事
務
局
へ
ご
相
談
下
さ
い
。

っ
と
め
池
玖
晨
索
の

さ
itlた
そ
の
功
績
り
を

で
あ
り
よ
す

＇

宅平
醤
霙
翠
ぃ
毒

そ

ぁ
~
気
を
表
彰

平
和
玉

t
ーキロ

n・手一
e

含
磁
；
曰
万

-..--二→ -..9

肱川町青年農業者協議会、会長 大森廣幸

（会員15名）は農業の改良および生活の改善

につとめ地域農業の発展に寄与した功績に対

して、去る4月21日愛媛県知事に表彰されま

した。

標
準
小
作
料
が

と
こ
ろ

と

き

七
月
十
二
日

十
三
時

1
十
五
時

肱
川
町
公
民
館

乳
児
健
康
相
談

と
こ
ろ

二

千

円

内

容 と

き

千

円

二
千
円

七
月
十
日

十
三
時

1
十
五
時

肱
川
町
公
民
館

妊
婦
の
栄
養
と
赤
ち

ゃ
ん
の
沐
浴

ー
，
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ー と
こ
ろ

母
親
学
級

◇心配ごと相談◇

“お気軽に相談所へ”

◎相談時間

各相談日とも 9時～16時

◎相談場所

町公民館心配ごと相談室

（肱川町社会福祉協議会）

相談日 担当相談員

6月25日 中野・堀尾

7月5日 谷本・佐久保•福田

7月15日 山中•宮本

7月25日 都谷・蔵田

0
行
政
相
談

と

き

七

月

五

日

九
時
＼
十
六
時

肱
川
町
公
民
館

行
政
相
談

胃
集
団
検
診

実
施
期
日
七
月
十
二
日
、
十

三
日
、
十
四
日
、
八
月
二
日

三
日
、

四
日
の
六
日
間

と
こ
ろ
肱
川
町
公
民
館

申
込
受
付
中

申
込
み
は
町
民
課
衛
生
係

愛
媛
県
警
で
は
、
次
の
要

領
で
警
察
官
（
大
学
卒
）
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

若
い
あ
な
た
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
、
誇
り
と
生
き
が
い
の

あ
る
警
察
で
た
め
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

0
受
験
資
格

昭
和
二
十
六
年
四
月
二

日
か
ら
昭
和
二
十
一
年
四

月
一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

男
子
で
、
四
年
生
大
学
卒

業
者
。

愛
媛
県
警
察
官
募
集

〇
採
用
予
定
人
員
二
十
人

0
第
一
次
試
験
日
時
・
場
所

七
月
二
日
（
日
）
松
山

東
、
宇
和
島
の
各
警
察
署
。

0
第
二
次
試
験

八
月
中
旬
、
愛
媛
県
警

察
本
部
。

0
合
格
発
表

9
月
中
旬

〇
採
用
予
定
日

昭
和
五
三
年
十
月
二
日

0
問
い
合
わ
せ

大
洲
警
察
署
か
駐
在
所

一
税
の
知
識
＿

所
得
税
の
特
別
減
税

本
人
六
千
円
・
配
偶
者
―
―
―
千
円
が
も
ど
り
ま
す

今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
そ
の
分
に
つ
い
て
は
、
次
に

所
得
税
の
特
別
滅
税
が
行
わ
説
明
す
る
”
事
業
所
得
者
な

れ
、
次
の
金
額
が
還
付
さ
れ
ど
の
場
合
“
と
同
じ
方
法
で

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
還
付
さ
れ
ま
す
。

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
②
事
業
所
得
者
な
ど
の
場
合

人
は
六
千
円
、
控
除
対
象
配
事
業
所
得
者
な
ど
確
定
申

偶
者
や
扶
養
親
族
は
一
人
に
告
を
し
て
納
税
し
た
人
は
、

つ
き
三
千
円
と
し
て
計
算
し
六
月
末
ご
ろ
に
税
務
署
か
ら

た
金
額
で
す
。
た
だ
し
、
昭
特
別
滅
税
に
つ
い
て
の
お
知

和
五
十
二
年
分
の
所
得
税
額
ら
せ
が
送
付
さ
れ
ま
す
か
ら
、

の
方
が
少
な
い
と
き
は
、
そ
こ
れ
に
同
封
し
て
あ
る
還
付

の
税
額
ま
で
と
な
り
ま
す
。
請
求
書
用
紙
に
所
要
の
事
項

そ
こ
で
、
そ
の
あ
ら
ま
し
を
記
入
し
て
、
税
務
署
に
送

を
説
明
し
ま
し
ょ
う
。
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。
そ
う

〈
還
付
を
受
け
ら
れ
る
人
〉
し
ま
す
と
、
税
務
署
か
ら
還

還
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
‘
付
金
の
支
払
通
知
書
が
送
ら

昭
和
五
十
二
年
分
の
所
得
税
れ
て
き
ま
す
か
ら
、
こ
の
支

を
納
め
た
人
で
す
。
た
だ
し
払
通
知
書
に
よ
っ
て
郵
便
局

利
子
・
配
当
な
ど
の
源
泉
分
で
還
付
金
を
受
取
る
こ
と
に

離
課
税
の
所
得
税
に
つ
い
て
な
り
ま
す
。

は

還

付

さ

れ

ま

せ

ん

。

③

そ

の

他

の

人

の

場

合

〈還
付
方
法
と
そ
の
手
続
〉
今
年
に
な
っ
て
五
月
末
ま

①
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
で
に
退
職
し
た
人
や
、
昨
年

本
年
六
月
一
日
現
在
に
ぉ
中
途
で
退
職
し
た
人
な
ど
は
、

い
て
昨
年
と
同
じ
会
社
に
勤
税
務
署
へ
還
付
請
求
を
し
て

務
し
て
い
る
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
、
昭

は
、
六
月
＼
七
月
ご
ろ
、
勤
年
五
十
二
年
分
の
確
定
申
告

務
先
か
ら
還
付
さ
れ
ま
す
。
書
を
提
出
し
て
い
な
い
人
は
、

し
か
し
、
給
与
以
外
に
所
得
期
限
後
の
確
定
申
告
を
し
て
、

が
あ
ッ
た
り
、
二
か
所
以
上
特
別
減
税
を
受
け
る
こ
と
に

か
ら
給
与
を
も
ら
っ
て
い
る
な
っ
て
い
ま
す
。

た
め
に
確
定
申
告
を
し
た
人
く
わ
し
い
こ
と
は
、
税
務

で
、
勤
務
先
か
ら
還
付
し
き
署
へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

れ
な
い
分
が
あ
る
と
き
は
、


